
氾濫危険水位等の見直しについて 

平成 27 年 4 月 

 

山口県土木建築部 河川課  

 資 料 １  



氾濫危険水位等の見直しの経緯 

内閣府 

・平成17年3月 「避難勧告等の判断・伝達マニュ 

 アル作成ガイドライン（案）」策定 

平成17年9月 土砂災害警戒情報の運用開始 
平成18年9月 指定河川洪水予報の見直し 
平成23年3月 東日本大震災発生 
平成25年6月 災害対策基本法の改正 
（住民等の円滑かつ安全な避難の確保に関する事項等） 
平成25年8月 特別警報の運用開始 
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内閣府 

・平成２６年９月 「避難勧告等の判断・伝達マニュ 

 アル作成ガイドライン」の改定   

 多くの市町においても、避難勧告等の判断基
準が定められたが、洪水や土砂災害において、
依然として多くの犠牲者が出ている。 

⇒ 避難勧告等の判断基準の見直し 
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国土交通省 

・洪水に係る避難勧告等の発令判断の目安を変更 

・氾濫危険水位、避難判断水位の設定方法を変更 

これを受け、山口県においても、 
 ①避難勧告等の発令判断の目安の見直し 
 ②氾濫危険水位、避難判断水位の見直し 
を行います。 
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洪水予報河川と水位周知河川では、避難勧告等の
発令判断の目安、水位の設定方法が異なります。 



洪水予報河川（4水系6河川） 
• 水防法第11条の規定により、県知事と気象

庁長官が共同で実施する洪水予報の対象と
して、県知事が指定した河川である。 

• 流域面積が大きい河川で、洪水により相当な
損害を生ずるおそれがある河川が対象となる。 
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水系名 河川名 区間 対象市町 

錦川 
錦川 

行波橋～河口 
足谷川合流点～生見川合流点 

岩国市 

門前川 錦川分派点～河口 岩国市 

島田川 島田川 椎の木川合流点上流300m～河口 周南市・光市 

椹野川 
椹野川 杖坂川合流点～河口 山口市 

仁保川 深野橋～椹野川合流点 山口市 

厚東川 厚東川 厚東川ダム～河口 宇部市 

県管理河川における洪水予報対象河川 



水位周知河川（45水系58河川） 

• 水防法第13条の規定により、洪水予報河川

以外の河川のうち、県知事が水位情報を通
知及び周知する対象として、県知事が指定し
た河川である。 

• 流域面積が小さく洪水予報を行う時間的余裕
がない河川が対象となる。 
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①  避難勧告等の発令判断の目安の変更 
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洪水予報で発表される情報 
危険度 
レベル 

水位 

氾濫危険水位 

避難判断水位 

氾濫注意水位 

●●川 氾濫発生情報 

市町の対応（現行） 

逃げ遅れた住民の
救助等 

氾濫の発生 

洪水予報河川 

●●川 氾濫危険情報 

●●川 氾濫警戒情報 

●●川 氾濫注意情報 

避難勧告等の発令 
避難準備情報の
発令 

市町の対応（改正） 

避難勧告等の発令 

避難準備情報の 
発令 

・氾濫が発生したとき 
・氾濫が継続しているとき 

・氾濫危険水位に到達したとき 

・氾濫危険水位以上の状態が
継続しているとき 

・氾濫危険水位に達すると見込
まれるとき 

・避難判断水位に到達し、さら
に水位上昇が見込まれるとき 

・氾濫注意水位に到達し、さら
に水位上昇が見込まれるとき 

逃げ遅れた住民の
救助等 
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現行 
危険度 
レベル 

水位 

氾濫危険水位 

避難判断水位 

氾濫注意水位 

【はん濫危険水位】 

・洪水により相当の家屋浸水等
の被害を生じる氾濫の恐れが
ある水位 
 
 

【避難判断水位】 
（特別警戒水位） 

・市町長の避難勧告等の発令
判断の目安 

・住民の避難判断の参考になる
水位 

見直し後 

【氾濫危険水位】 
（特別警戒水位） 

・市町長の避難勧告等発令
判断の目安 

・住民の避難判断の目安の
参考となる水位 

 

・市町長の避難準備情報等
の発令判断の目安 

・住民の氾濫に関する情報へ
の注意喚起 
 

【はん濫注意水位】 

・市町長の避難準備情報等の
発令判断の目安 

・住民のはん濫に関する情報へ
の注意喚起 
・水防団の出動の目安 

【氾濫注意水位】 
・水防団の出動の目安     

水位周知河川 
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②  氾濫危険水位、避難判断水位の見直し 
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氾濫危険水位、避難判断水位の 
設定方法 

• 危険箇所（洪水予報河川・水位周知河川共通） 

 各水位局には、受け持ち区間がある。 

 各水位局における基準水位は、受け持ち区間内
の堤防の低い地点で決まっているので、水位の情
報は、水位局地点の情報（点の情報）でなく、受け
持ち区間の情報（線の情報）としてみる必要がある。 
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洪水予報河川 



現行（平成26年度） 

見直し後（平成27年4月末から） 

氾濫危険水位 

避難判断水位 

はん濫危険水位 

氾濫注意水位 

はん濫注意水位 

HWL（計画高水位） 

リードタイム*1 

HWL、リードタイムから 
設定される水位の 
いずれか低い水位 

避難準備情報の発令 

避難勧告等の発令 

避難準備情報の発令 

避難勧告等の発令 

避難完了 

避難完了 

避難判断水位 

リードタイム*1 

リードタイム*2 
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*1：避難勧告発令・情報伝達及び避難等に要する時間 
*2：避難準備情報の発令・情報伝達、避難場所の開設等に要する時間 

洪水予報河川 



氾濫危険水位 堤防天端から60分 

避難判断水位 氾濫危険水位から30分 

• リードタイム 

 避難勧告の発令、避難場所の開設、情報伝
達に要する時間を考慮し、以下のとおり設定す
ることを基本とした。 
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洪水予報河川 



• 水位上昇量（氾濫危険水位） 

 以下のうち、大きい方により設定 

  ① 60分間の実績※最大流量上昇量を水位に換算したもの 
     ※土木防災情報システムの観測データ（最長15年間） 

  ② 計画規模のハイドロにおける60分間の最大流量上昇量 

    を水位に換算したもの 
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洪水予報河川 

氾濫危険水位超過～ピークまでのうち、 
60分間の最大流量上昇量を水位に換算
したもの（m/h） 

60分 



• 流下時間 

 水位局地点の基準水位は、危険箇所における危険水位
を換算したものである。 

 よって、水位局より上流側に危険箇所が位置する場合、
水位局地点より早く危険となるため、危険箇所から水位局
までの流下時間を見込んで水位局地点の基準水位を設
定する必要がある。 

上流 

下流 

危
険
箇
所 

16 

洪水予報 
観測所 

上流に危険箇所がある場合 
リードタイム60分＋流下時間60分 
計120分間の水位上昇を考慮 

流下に60分 

危
険
箇
所 

下流に危険箇所がある場合 
リードタイム60分 
計60分の水位上昇を考慮 

120分間の 
水位上昇量 60分間の 

水位上昇量 

洪水予報河川 



• 設定例 
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洪水予報河川 



水位周知河川 
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現行（平成26年度） 

見直し後（平成27年4月末から） 

氾濫危険水位 

はん濫危険水位 

氾濫注意水位 

はん濫注意水位 

HWL（計画高水位） 

HWL、リードタイムから 
設定される水位の 
いずれか低い水位 

避難準備情報の発令 

避難勧告等の発令 

避難勧告等の発令 

避難完了 

避難完了 

避難判断水位 

リードタイム* 

リードタイム* 
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*：避難勧告発令・情報伝達及び避難等に要する時間 

水位周知河川 



氾濫危険水位 堤防天端から60分 

• リードタイム 

 避難勧告の発令、情報伝達に要する時間を
考慮し、以下のとおり設定することを基本とした 

※水位周知河川については、中小河川のため、水位上昇量
が大きく、実行性のある水位設定が困難なことから、当分の
間、避難判断水位は設定しない。 20 

水位周知河川 

 水位上昇量が大きく、リードタイムを60分取った場合、

氾濫危険水位が氾濫注意水位を下回る場合は、氾濫
注意水位+10cmとしため、リードタイムが60分より短い
場合がある。 



• 水位上昇量 

 各水位局ごとの実績最大流量上昇量を水位
に換算したものにより設定 
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氾濫注意水位超過後の60分間の最大流量上昇量を
水位に換算したもの（m/h） 

60分 

水位周知河川 



• 設定例 
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水位周知河川 


